
はじめに
話題の新しい学習メソッド 

"シャドーイング" とは



　英語を学ぶにあたって「やり方がわか
らない」という問題を抱える方は多いで
しょう。

　本書を手にとってくださったあなた
は、次のような疑問をお持ちではないで
しょうか？

•英語に興味があるけれど、何から始め
ればいいかわからない... 

•参考書や教材を買ってみたものの、成
果を実感できず、どうすればいいかわ
からない... 

•長い間、英語に取り組んでいるもの
の、万年初心者状態から抜け出せな
い...



　お気持ちはとてもよくわかります。

　私は現在、英語教師として大人の方に
学習指導をしていますが、多くの方から
やり方に関するご質問を受けます。

　私自身、子供の頃から英語が自然にで
きたわけではなく、大人になってから本
格的に学び始めました。



　その過程で、どうやって学習すればい
いかわからず、途方に暮れていた時期も
ありました。 

　そんな折、世の中にあふれる、様々な
英語学習方法を見てきました。 

「聞き流すだけで英語がペラペラ！」や
「毎日たった◯分だけで話せるようにな
る」といったものを、聞いたことのある
方も多いでしょう。



　これら学習法は、いずれも一定の効果
があり、成果を出している方もいらっ
しゃいます。 

　一方、「私には効果が出なかった」と
いう失敗談も多くあります。

　なぜ、英語学習メソッドには、このよ
うなミスマッチが生じるのでしょうか？

　その理由の1つは、多くの学習メソッド
が、開発者の個人的体験を元にしている
ため、受講者の特性に合わせた学習方法
になっていないことが挙げられます。



　例えば、「聞き流し」の学習法は、語
学の才能がある人なら、聞くだけで話す
力が自然と身につくのかもしれません。

　ただ、私は聞き流しの効果を実感でき
ませんでした。英語が単なる雑音のよう
に右から左へと抜けてしまい、定着しな
かったのです。

　「英語ができるようになりたい！で
も、失敗するのは嫌だな...」と思ってい
る方にとって、どのやり方を選ぶかは英
語人生の運命を決めると言っても、過言
ではありません。



　そこで、私が提案したいのは、第二言
語習得理論という、まったく新しいアプ
ローチによる英語勉強法です。

　この方法は、日本ではまだあまり知ら
れていないため、はじめて聞くという方
も多いでしょう。 

　簡単に説明しますね。

外国語習得の科学 
“第二言語習得理論” とは？



　第二言語習得理論（および、隣接する分
野としての外国語教授法）は、応用言語学
という学問の一種です。

　言語学をベースに、心理学、統計学、脳
科学などを複合的に組み合わせて、人が外
国語を習得するメカニズムを明らかにして
います。

　1970年代頃から研究が始まり、アメリ
カ、イギリス、オーストラリアなどの英語
圏の大学を中心に、論文雑誌も多数出版さ
れています。

　第二言語習得理論は、これまで教師の直
感を頼りに行われていた外国語指導に、い
わば ”科学的アプローチ” を導入することに
成功しました。



　例えば、経験に基づく従来型英語学習
において「常識」と思われていた以下の
話を見てみましょう。

1. 子供は大人より, 外国語を速く, かつ
高い精度で身につける 

2. バイリンガルとは, 各言語をそれぞれ
完璧に話せる人を指す 

3. リスニングやリーディングだけで, 言
語を習得できる 

4. 外国語を習得するには, とにかく練習
だけすればいい 

5. 外国語とは個々の文法を暗記するこ
とである

(Second Language Acquisition Myths より, 一部抜粋)



　これら5つの話は、第二言語習得理論の
研究ですべて否定されています。 

　例えば、子供より大人のほうが外国語
を正確に身につけられる側面がありま
す。 

　また、ひたすら根性で練習するだけの
学習法は、かえってマイナスの成果をも
たらすでしょう。 



　他にも、英単語の覚え方、リスニング
のコツ、英語を話す仕組みなど、様々な
真実が第二言語習得理論によって明らか
になっています。

　英語を効率的に学びたい人にとって、
この新しい英語勉強法を使わない手はあ
りません。 

　第二言語習得理論は「英語難民」とも
言える私たちに、希望の光を与えるもの
なのです。



　私が第二言語習得理論に初めて出会っ
たのは、イギリスに社会人留学している
時のことです。

　当時、経営学の大学院に通っていた私
が英語を学ぶ良い方法がないかと調べて
いたところ、第二言語習得理論の入門書
に出会いました。 

　軽く読んでみたところ、私が学校英語
で習った「常識」を覆すような理論が数
多くあり、ひと目で惹かれました。

第二言語習得理論を 
ベースとした学習指導



　「日本に帰国したら、英語学習指導を
したい。そのために、第二言語習得理論
を学びたい！」と思い、経営学の大学院
が終わった後、イギリスで別の大学院に
入り、英語教授法（第二言語習得理論）
を専攻しました。

　帰国後は英語教師として独立。 

　これまで、小学生から88歳の方まで、
幅広い年代の方に英語学習指導をしてき
ました。



　私の指導法は、原則として第二言語習
得理論に基づいています。 

　エビデンス（根拠）のある学習法を中
心に、生徒様一人ひとりの目的に合わせ
たメソッドを構築しています。

　成果を可視化しやすい点で、TOEIC® 

Listening and Reading Test の指導成果と
して以下のような実績があります。



•  英語未経験者がわずか２ヶ月で 

　TOEIC®625点を取得！ 

•  英語初心者が伸び悩みを脱して 

　TOEIC®660点を取得！　 

•  他社スクールでうまく行かなかった方 

   の再挑戦でTOEIC®785点を取得！ 

•   英語未経験中級者がリスニングが 

    ほぼ満点でTOEIC®830点を取得！ 

•「英語嫌い」だった初学者が 

3ヶ月でTOEIC®830点を取得！ 

•  トイグル式による総合学習で
TOEIC®830点を取得！



　他にも、私が監修している英語講座で
は、半年間で脱初心者を実現し、中級レ
ベルの英語発話能力を身につけた方が数
多くいらっしゃいます。 

　「色々な学習方法を試してきたけれ
ど、どれもうまくいかなかった。タナベ
先生の方法を最後にしようと思って取り
組んだところ、成果が出て、本当にびっ
くりしています！」というお声もいただ
きました。 

　これらはすべて、第二言語習得理論の
知見をベースとしていると言って間違い
ありません。



　英語習得に抜群の成果をもたらす第二
言語習得理論ですが、その中でも近年、
注目されている練習法に、シャドーイン
グがあります。

　シャドーイングとは、英文を聞き、テ
キストを見ず、その音声を少し遅れて復
唱するトレーニングです。 

　例えば、次の短い英文をシャドーイン
グするとします。 

　わかりやすいように、カタカナで表記
します。

いま話題の学習法 
“シャドーイング” とは？



-------------------- 
He ran fast to catch the bus.
(ヒー・ラン・ファスト・トゥ・キャッチ・ザ・バス)

--------------------

　この文をシャドーイングする場合、He 

ran... と英文を聞きながら、少し遅れて
「ヒー・ラン...」のように発音していき
ます。

　「聞きながら話す」という点で、シャ
ドーイングは聞く力と話す力を同時に身
につけることができます。 

　ほかに単語力や文法力も身につき、英
文処理能力が高まりつつ、記憶力や問題
解決能力も上がります。



　シャドーイングはもともと同時通訳向
けのトレーニングとして開発されまし
た。 

　ただ内容について深く考えていくと、
英語習得においてとても理にかなってお
り、第二言語習得理論の分野でも本格的
注目を集めるようになったのです。

　いわば魔法のような学習法のため、学
校教育の現場でも徐々に取り入れられつ
つあります。 

　大人向けの専用教材も発売されている
ほか、コーチング系英語スクールのカリ
キュラムにも組み込まれています。



　先ほどお見せした私の指導実績では、
その多くの方がシャドーイングを実施し
ています。 

　シャドーイングにより、リスニング力
とスピーキング力が上がったと言ってく
ださる方が多く、その効果を強く実感し
ました。

　私も、かつてイギリス留学時代、学生
寮でひとり取り組んだのがシャドーイン
グです。 

　 
　留学の初期は聞き取りで苦労すること
が多かったのですが、シャドーイングに
より、リスニング力が格段に上がった実
感があります。



　ここまでの話を聞いて、「シャドーイ
ング、良さそう！ ぜひやってみたい！」
と思った方も多くいるでしょう。

　ただ、シャドーイングをいきなり自己
流で行うのは危険です。 

　シャドーイングは負荷のかかるトレー
ニングのため、正しい指導の元でやらな
いとせっかくの成果が出ないからです。

　実際、自己流でシャドーイングをやっ
て失敗してしまう方が後を絶ちません。

本書はシャドーイングの 
正しいやり方を説明します



　シャドーイングは、本当は効果のある
トレーニングなのに成果を挙げられない
のは大変残念なことです。

　こういった状況が起きている1つの重大
な原因は、私のような指導者がシャドー
イングのやり方をこれまで正しく伝えて
こなかったことにほかなりません。

　「正しいシャドーイングの方法を伝え
て、一人でも多くの方に英語習得の成果
を実感して、外国語を使った夢を叶えて
ほしい」

　これが本書を執筆するに至った動機で
す。



　本書はシャドーイングについて、理論
の実践の両方を丁寧に解説していきま
す。 

　構成を簡単に説明しましょう。 

　第1章にて、シャドーイングで英語力が
向上する理論的な理由についてお話しし
ます。  

　第二言語習得理論によるシャドーイン
グ研究の成果や、私が英語学習指導をす
る中、シャドーイングによって得られた
成果もお見せします。

本書の構成



　第2章では、従来型のシャドーイングに
よくある “3つの失敗” をお話しします。 

　シャドーイングは方法を間違えてしまう
とせっかくの成果が発揮できません。失敗
を未然に防ぐための知識を知ってほしいと
思います。 

　第3章ではシャドーイングのやり方につ
いて準備編をお伝えします。 

　どのような教材を用意すればいいのか、
どのような形式ジャンルの音声を使えばい
いのか。 

　また、現在発売されている市販の教材の
メリット・デメリット、こういったものを
お伝えします。



　第4章はいよいよ、シャドーイングの実
践編です。 

　ここでは従来式のシャドーイングの欠
点を克服し、英語初学者の方が成果をあ
げられる、トイグルEnglishオリジナルの
メソッド『ステップ・シャドーイング』
のやり方を説明します。 

　本書をダウンロードしてくださった方
限定で、ステップシャドーイングの無料
練習問題もできるようにしました。 

　内容を理解した上で、練習問題に取り
組めば英語力の本格的な向上が実感でき
るでしょう。



　本書は約20,000字のミニ書籍です。スマー
トフォンでも読みやすいよう、文字を大きめ
にしています。 

　専門用語はできるだけ使わず、英語に初め
て取り組む方でも分かりやすいようにしまし
た。 

•英語に興味があるものの、どのようなや
り方でやれば良いのかわからず困ってい
る方  

•すでに学習を開始したものの成果が思う
ように上がらず困っている方 

•海外赴任や留学など、緊急で英語力を上
げる必要がある方 

　その他、英語に関心のある全ての方を対象
としています。



　本書を読めば、シャドーイングがどのよ
うな練習法なのかよく理解できます。 

 そして、今日からでもシャドーイングを
実践していくことができるでしょう。

　本書を活用して、英語ができるという感
覚をつかんでいただければ、著者としてこ
れほど嬉しいことはありません。

トイグルEnglish 代表
田邉竜彦


